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子ども達といっしょに… 
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第
１
回 

自
己
紹
介
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

２
１
１
号
掲
載 

（
平
成
21
年
９
月
３
日
発
行
） 

 

Ｑ 

出
身
地
と
家
族
構
成
は
？ 

私
は
佐
賀
県
出
身
で
、
昭
和
53
年
名
古
屋

か
ら
君
津
に
移
転
し
、
宮
下
に
住
ん
で
い
ま

す
。
家
族
は
子
ど
も
３
人
で
５
人
家
族
で
す

が
、
現
在
家
内
と
２
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

長
男
と
長
女
は
独
身
で
す
が
次
男
に
孫
が

い
ま
す
の
で
、
人
並
み
に
孫
の
子
守
が
で
き

る
身
分
で
す
。 

 

Ｑ
樹
木
医
に
な
ら
れ
た
動
機
と 

感
動
さ
れ
た
樹
木
は
？ 

樹
木
医
は
職
業
柄
必
要
で
取
得
し
ま
し

た
。 樹

木
医
を
取
得
し
て
か
ら
は
、
仕
事
と
し

て
多
く
の
樹
木
の
診
断
、
治
療
を
行
い
ま
し

た
が
、
個
人
的
に
も
相
談
が
あ
り
、
樹
木
と

の
係
わ
り
合
い
を
持
ち
ま
し
た
。
特
に
周
南

地
区
で
は
宮
下
遍
照
寺
の
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ

を
枯
ら
し
て
し
ま
っ
た
事
、
ま
た
治
療
し
た

効
果
が
出
て
元
気
に
な
っ
た
浜
子
建
暦
寺

の
カ
ヤ
ノ
キ
が
思
い
出
と
し
て
残
っ
て
い

ま
す
。
樹
木
は
一
生
懸
命
生
き
よ
う
と
頑
張

っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
枯
ら
す
こ
と
は

樹
木
医
と
し
て
最
も
悲
し
い
こ
と
で
す
。 

 
Ｑ
樹
木
を
育
て
る
心 

巨
木
の
魅
力
は
長
い
年
月
を
同
じ
場
所

で
風
雨
に
耐
え
な
が
ら
季
節
の
変
化
を
樹

肌
に
刻
み
込
ん
で
い
る
姿
で
す
。
生
物
の
仲

間
で
最
も
長
生
き
で
、
時
間
の
貯
金
が
で
き

る
生
物
で
す
。
近
く
に
巨
木
が
あ
っ
た
ら
自

分
よ
り
長
生
き
し
て
い
る
事
に
ご
苦
労
様

の
言
葉
と
、
こ
れ
か
ら
も
長
生
き
す
る
よ
う

に
温
か
い
目
で
見
つ
め
て
育
て
て
く
だ
さ

い
。 

 

Ｑ
樹
木
以
外
の
趣
味
は
？ 

現
在
公
民
館
活
動
と
し
て
「
も
く
も
く
探

検
隊
」
を
公
民
館
の
裏
山
を
使
い
、
小
学
生

を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
中
心
の
子
ど
も
た
ち
が
森
の
恵
（
小
枝
、

実
、
葉
等
）
を
使
っ
た
コ
マ
・
笛
・
サ
サ
舟

な
ど
に
興
味
を
示
す
こ
と
に
喜
び
を
感
じ

て
い
ま
す
。 

 

Ｑ
周
南
の
子
ど
も
た
ち
に 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
全
国
的
な
傾
向
で

孟
宗
竹
が
増
え
す
ぎ
て
里
山
景
観
が
大
き

く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
事
に
危
惧
し
て
い
る

一
人
で
す
。
子
ど
も
た
ち
と
森
の
恵
み
を
利

用
し
て
遊
び
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
里
山
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
、
小
さ
な
手
段
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
は
、
先
人
達
の
カ
ゴ
作
り
等
の

技
術
を
伝
承
し
て
日
常
的
に
使
う
事
が
、
里

山
利
用
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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第
２
回 

冬
に
向
け
て
の 

庭
木
の
手
入
れ 

２
１
２
号
掲
載 

（
平
成
21
年
11
月
19
日
発
行
） 

 

植
物
に
と
っ
て
冬
の
季
節
は
春
か
ら

夏
・
秋
と
生
長
し
て
き
て
、
樹
体
内
に
栄
養

分
を
溜
め
込
ん
だ
後
の
休
み
の
期
間
で
す
。

気
温
が
温
か
く
な
る
と
再
び
成
長
を
始
め

ま
す
の
で
、
冬
の
間
に
次
の
生
長
を
助
け
る

準
備
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
主
な
作
業

と
し
て
次
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

①
伸
び
す
ぎ
た
枝
、
樹
形
の
作
り
直
し
等
骨

格
を
作
る
大
枝
の
剪
定
。 

②
石
灰
硫
黄
合
剤
等
に
よ
る
病
害
虫
の
予

防 

③
寒
肥
の
施
肥 

で
す
。 

紙
面
の
都
合
上
寒
肥
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。 

肥
料
は
、
芽
が
出
る
前
の
春
肥
、
生
長
に

伴
う
追
肥
、
花
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
御
礼
肥

と
冬
の
寒
肥
が
あ
り
ま
す
。
寒
肥
は
12
月
か

ら
２
月
頃
の
寒
い
時
期
に
与
え
る
肥
料
で
、

樹
木
が
健
全
に
育
つ
上
で
最
も
大
切
な
肥

料
で
す
。 

寒
い
季
節
に
は
根
の
活
動
も
止
ま
っ
て

い
て
、
春
に
近
づ
き
地
温
が
上
が
る
と
共
に

根
も
伸
び
出
し
ま
す
。
そ
の
時
根
か
ら
吸
収

さ
れ
易
い
よ
う
に
肥
料
の
分
解
が
進
ん
で

い
る
事
が
寒
肥
の
役
割
で
す
。
そ
の
た
め
寒

肥
に
使
わ
れ
る
肥
料
は
即
効
性
の
化
学
肥

料
と
は
違
い
、
ゆ
っ
く
り
分
解
す
る
有
機
質

肥
料
（
家
畜
堆
肥
、
油
粕
等
）
が
主
で
す
。 

施
肥
の
方
法
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、
根
張

り
範
囲
（
枝
張
り
）
を
輪
状
に
掘
削
し
て
現

地
土
と
混
ぜ

て
埋
め
戻
す

方
法
が
一
般

的
で
す
。
場
所
が
狭
い
場
合
は
壷
掘
り
で
も

効
果
が
あ
り
ま
す
。
周
り
を
掘
削
し
ま
す
の

で
、
肥
料
を
与
え
る
効
果
と
平
行
し
て
、
土

が
軟
ら
か
く
な
り
、
根
に
空
気
が
多
く
入
る

効
果
も
大
き
い
で
す
。 
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第
３
回 

樹
木
を
元
気
に 

育
て
る
た
め
の 

ポ
イ
ン
ト 

２
１
４
号
掲
載 

（
平
成
22
年
３
月
18
日
発
行
） 

 

樹
木
の
根
の
役
割
を
大
き
く
分
け
る
と
、

支
持
・
吸
収
・
貯
蔵
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
、

そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
あ
り
ま
す
。 

１
、
支
持
根
＝
支
持
根
は
木
が
倒
れ
な
い
よ

う
に
地
下
深
く
ま
で
伸
び
て
木
を
支
え

て
い
る
根
で
す
。 

２
、
吸
収
根
＝
こ
の
根
が
樹
木
の
生
長
に
と

っ
て
最
も
大
切
な
根
で
地
表
近
く
に
あ

る
細
か
な
白
い
根
で
す
。 

３
、
貯
蔵
＝
根
の
中
に
は
幹
と
同
じ
で
養
分

を
貯
蔵
し
て
い
て
条
件
が
良
い
場
所
で

は
幹
と
同
じ
程
度
の
養
分
を
貯
蔵
し
て

い
ま
す
。 

樹
木
の
生
長
に
最
も

大
切
な
吸
収
根
（
細
根･

白
根
）
に
つ
い
て
詳
し

く
説
明
し
ま
す
。 

吸
収
根
は
地
表
面
近

く
に
あ
り
養
分
・
水
分

な
ど
を
吸
収
し
地
上
部

の
幹
・
枝･

葉
を
大
き
く

し
て
い
ま
す
。
樹
木
の

根
を
掘
っ
て
み
て
、
細

か
く
て
白
い
根
が
吸
収

根
で
す
。 

こ
の
根
は
乾
燥
、
温

度
変
化
、
人･

車
等
に
踏
ま
れ
る
踏
圧
等
に

弱
く
、
根
が
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
と
茶
色
に

変
色
し
、
ひ
ど
く
な
る
と
枯
れ
ま
す
。
植
木

鉢
を
抜
い
て
根
が
茶
色
く
な
っ
て
い
る
の

は
こ
の
現
象
で
す
。
こ
の
よ
う
に
茶
色
に
な

っ
た
根
は
白
い
根
に
比
べ
る
と
養
水
分
を

吸
収
す
る
力
は
極
端
に
少
な
く
な
り
衰
弱

し
ま
す
。 

樹
木
を
健
康
に
育
て
る
に
は
白
い
根
を

多
く
出
し
そ
の
状
態
を
長
く
保
つ
事
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
地
表
面
近
く

に
大
切
な
根
が
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
根

を
む
や
み
に
踏
ん
だ
り
、
乾
燥
さ
せ
た
り
し

な
い
よ
う
に
大
切
に
育
て
ま
し
ょ
う
。 
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第
４
回 

樹
木
に
良
い 土

壌
環
境
と
は 

２
１
５
号
掲
載 

（
平
成
22
年
６
月
３
日
発
行
） 

 

植
物
は
自
分
力
で
は
移
動
で
き
ま
せ
ん
。

植
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
一
生
の
住
み
か
で

す
。 こ

の
事
か
ら
植
え
る
前
の
土
壌
条
件
を

良
く
調
べ
て
か
ら
植
え
ま
し
ょ
う
。
前
回
お

話
し
た
よ
う
に
、
吸
収
根
（
白
根
）
を
沢
山

出
す
根
の
環
境
づ
く
り
は
土
壌
か
ら
で
す
。 

 

一
．
通
気
・
排
水
性
が
良
い 

根
は
酸
素
を
吸
っ
て
、
二
酸
化
炭
素
を
出

し
て
い
ま
す
。
土
が
固
ま
る
と
新
し
い
空
気

が
入
ら
ず
、
二
酸
化
炭
素
が
残
っ
て
根
腐
の

原
因
に
な
り
ま
す
（
排
水
の
悪
い
土
）
。
新

し
い
水
に
は
多
く
の
酸
素
を
含
ん
だ
空
気

が
含
ま
れ
て
い
て
、
た
っ
ぷ
り
灌
水
す
る
と

古
い
空
気
と
新
し
い
空
気
と
が
入
れ
替
わ

り
ま
す
。 

 

二
．
保
水
性
が
良
い 

砂
の
よ
う
に
水
を
か
け
て
も
す
ぐ
流
れ

出
て
し
ま
う
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
適
度

に
水
分
を
含
む
土
が
良
い
土
で
す
。 

但
し
樹
木
が
枯
れ
る
原
因
の
多
く
は
排

水
が
悪
く
根
腐
れ
が
多
い
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。 

 

三
．
保
肥
性
が
良
い 

保
肥
性
の
高
い
土
と
は
赤
玉
土
と
砂
と

の
違
い
の
よ
う
に
、
肥
料
成
分
を
捕
ま
え
る

手
の
数
が
多
い
か
少
な
い
か
の
違
い
で
す
。

保
肥
性
の
高
い
土
で
は
肥
料
が
穏
や
か
に

効
率
良
く
効
き
ま
す
。 

 

四
．
有
機
質
を
程
よ
く
含
む 

有
機
質
は
土
を
活
性
化
さ
せ
る
効
果
が

あ
り
、
植
物
の
肥
料
で
は
な
く
土
の
肥
料
と

考
え
た
方
が
良
い
で
す
。
土
の
中
の
微
生
物

を
育
て
た
り
、
土
の
緩
衝
力
を
増
す
効
果
も

あ
り
ま
す
。
尚
、
植
物
に
適
し
た
酸
度
は
一

般
的
に
弱
酸
性
（
Ｐ
Ｈ
5.5
～
6.5
）
が
良
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す 

こ
れ
ま
で
の
条
件
を
備
え
た
土
が
団
粒

構
造
（
物
理
的
）
を
し
た
土
で
す
。 

大
ま
か
な
団
粒
構
造
の
仕
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。
赤
玉
土
に
腐
葉
土
を
三
～
四
割
混

ぜ
た
土
が
団
粒
構
造
に
近
い
土
で
す
。 
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第
５
回 

適
切
な
樹
木
の
剪
定 

２
１
６
号
掲
載 

（
平
成
22
年
９
月
２
日
発
行
） 

 

１
．
剪
定
と
手
入
れ 

樹
木
の
手
入
れ
で
「
剪
定
」
と
い
う
言
葉

を
使
い
ま
す
が
、
「
剪
定
」
は
園
芸
・
造
園

で
使
わ
れ
る
言
葉
で
す
。 

庭
師
さ
ん
が
使
う
手
入
れ
の
本
来
の
意

味
は
、
樹
木
の
中
に
手
を
入
れ
て
透
か
し
な

が
ら
樹
形
を
整
え
て
行
く
こ
と
で
す
。
樹
形

の
外
側
だ
け
を
刈
り
込
む
の
で
な
く
、
た
ま

に
は
樹
木
の
内
側
か
ら
手
入
れ
し
て
い
く

と
健
康
で
美
し
い
樹
形
が
出
来
ま
す
。 

 

２
．
剪
定
の
目
的 

◎
樹
木
が
持
っ
て
い
る
固
有
の
美
し
い

樹
形
を
表
現
す
る
。 

◎
樹
冠
内
へ
の
光
、
風
通
し
を
良
く
す
る

こ
と
で
、
病
虫
害
の
発
生
を
防
ぐ
。 

◎
開
花
、
結
実
を
促
す
。 

◎
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
樹
形
を
作
り
直

す
。 

 ３
．
剪
定
の
基
本
的
な
考
え
方 

◎
自
然
で
釣
合
い
が
取
れ
て
い
て
調
和

し
て
い
る
事
。 

◎
剪
定
は
枯
れ
枝
、
病
害
虫
の
発
生
し
た

枝
等
不
要
枝
か
ら
始
め
る
。 

◎
樹
木
は
一
般
的
に
上
の
方
が
大
き
く

伸
び
る
の
で
（
頂
芽
優
勢
）
上
の
方
を

強
く
刈
り
込
む
。 

◎
頂
上
枝
は
基
本
的
に
１
本
に
仕
立
て

る
。 

◎
枝
は
基
本
的
に
元
が
太
く
、
先
に
行
く

ほ
ど
細
く
、
１
本
の
線
に
な
る
よ
う
に

仕
立
て
る
。 

◎
枝
の
剪
定
は
ぶ
つ
切
り
で
な
く
、
斜
め

切
り
を
基
本
と
す
る
。 

◎
モ
ミ
ジ
類
の
よ
う
に
枝
先
の
柔
ら
か

さ
を
楽
し
む
樹
種
は
枝
先
を
ぶ
つ
切

り
せ
ず
に
、
枝
抜
き
剪
定
を
す
る
。 

◎
花
芽
分
化
の
時
期
を
考
え
て
剪
定
す

る
。 

◎
剪
定
す
る
事
は
樹
木
に
大
き
な
ス
ト

レ
ス
を
与
え
ま
す
。
大
枝
の
剪
定
は
樹

木
の
生
長
サ
イ
ク
ル
を
考
慮
し
て
行

う
。 

 

　 　 　 　 樹体内の養分の動きと 剪定の関係

冬季 春季 夏季 秋季

樹木の生長ｻｲｸﾙ 休眠 　 　 生長 落葉

樹体内養分の動き

大枝の剪定 　 ×

軽剪定（ 整枝）
×大枝の剪定は夏季はやめまし ょ う 。

　 　 　 　 　 　 ・ 夏季の生長のピーク に樹体内養分は0です

　 　 　 　 樹体内の養分の動きと 剪定の関係

冬季 春季 夏季 秋季

樹木の生長ｻｲｸﾙ 休眠 　 　 生長 落葉

樹体内養分の動き

大枝の剪定 　 ×

軽剪定（ 整枝）
×大枝の剪定は夏季はやめまし ょ う 。

　 　 　 　 　 　 ・ 夏季の生長のピーク に樹体内養分は0です
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第
６
回 

剪
定
の
技
術 

２
１
７
掲
載 （

平
成
22
年
11
月
18
日
発
行
） 

 

１
、
樹
木
の
剪
定
は
ま
ず
不
要
な
枝
か
ら
剪

定
を
始
め
ま
す
。 

①
重
な
り
枝
―
上
下
の
枝
が
重
な
り
お
互

い
の
成
長
を
妨
げ
て
い
る
枝
。 

②
絡
み
枝
―
枝
が
絡
み
合
い
他
の
枝
の
成

長
を
妨
げ
て
い
る
。 

 

③
徒
長
枝
―
樹
冠
か
ら
飛
び
出
し
て
い
る

未
熟
な
枝 

④
胴
ぶ
き
枝
―
幹
か
ら
直
接
伸
び
て
き
た

枝
。 

⑤
ひ
こ
ば
え
―
根
本
か
ら
新
芽
が
伸
び
た

枝 

⑥
枯
れ
枝
、
病
気
の
枝
。 

 

２
、
大
枝
の
剪
定 

大
枝
の
剪
定
は
時
期
を
間
違
え
る
と
木
全

体
が
枯
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
剪
定
時
期

は
冬
季
等
休
眠
期
に
行
う
方
が
無
難
で
す
。 

次
に
大
枝
を
切
る
位
置
は
枝
の
分
か
れ
目 

 

を
基
準
と
し
て
、
図
示
の
よ
う
に
幹
か
ら
少

し
離
れ
て
Ａ
ー
Ｂ
ラ
イ
ン
で
切
る
。
幹
に
接

し
て
Ｃ
ー
Ｄ
で
切
る
と
切
除
後
傷
口
が
塞

が
り
に
く
く
な
り
木
全
体
に
腐
朽
が
広
が

り
ま
す
。 

 

３
、
枝
の
剪
定 

枝
の
剪
定

は
基
本
的
に

枝
の
分
か
れ

目
で
切
る
こ

と
が
基
本
で

す
。
特
に
サ

ク
ラ
な
ど
切

り
口
か
ら
腐

朽
が
進
み
や

す
い
樹
木
は
注
意
が
必
要
で
す
。 

ま
た
切
り
口
は
ぶ
つ
切
り
で
な
く
斜
め

切
り
が
、
植
物
生
理
的
に
も
見
た
目
も
綺
麗

で
す
。
経
験
が
必
要
で
す
が
木
全
体
に
平
均

的
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
枝
葉
が
広
が
っ
て
い

る
剪
定
が
理
想
的
と
い
え
ま
す
。 
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第
７
回 

樹
木
に
害
を
与
え
る 

環
境
条
件 

２
１
８
号
掲
載 

（
平
成
23
年
１
月
27
日
発
行
） 

 

一
、
樹
木
の
病
害
虫
（
病
気
） 

病
害
虫
が
発
生
す
る
原
因
は
、
病
原
菌
・

害
虫
が
付
着
し
て
す
ぐ
発
生
す
る
こ
と
な

く
、
そ
れ
以
前
に
、
樹
木
を
取
り
巻
く
環
境

条
件
が
大
き
く
作
用
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
主
な
も
の
は
土
壌
条
件
、
樹
種
の
選

定
、
植
栽
密
度
（
風
通
し･

日
当
た
り
）
等

が
相
乗
的
に
関
連
し
て
衰
弱
し
た
樹
木
に

病
原
菌
が
付
着
し
て
発
病
し
ま
す
。 

 

①
（
主
因
）
病
原
体･

･
･

糸
状
菌
細
菌
、
ウ

イ
ル
ス
等
伝
染
性
の
病
気
を
持
つ
病
原

体
。 

②
（
素
因
）
植
物
の
感
受
性･

･
･

樹
木
が
病

気
に
か
か
り
易
い
、
寒
暖
の
差
に
適
応
で

き
る
か
。 

③
（
誘
因
）
環
境･

･
･

土
壌
条
件
、
気
象
条

件
の
不
良
等
は
発
病
を
誘
発
す
る
環
境

で
す
。 

 

人
間
に
た
と
え
る
と
、

健
康
な
体
は
病
気
に
か
か

り
に
く
い
の
と
同
じ
で
、

健
康
な
樹
木
を
育
て
る
事
が
病
害
虫
か
ら

樹
木
を
守
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

 

二
、
健
康
な
樹
木
を
作
る
に
は 

病
気
に
か
か
り
に
く
い
健

康
な
樹
木
を
育
て
る
た
め
に

は
、
樹
木
が
ス
ト
レ
ス
を
受
け

て
い
る
原
因
を
取
り
除
い
て

や
る
事
で
す
。 

 

①
土
壌
条
件
の
改
良 

排
水
不
良
が
樹
勢
衰
退

の
大
き
な
原
因
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

②
密
度
管
理
（
植
え
す
ぎ
） 

植
栽
間
隔
が
狭
く
、
風
通

し
、
日
当
た
り
が
悪
く
樹
勢

が
弱
っ
て
い
る
事
が
多
く
あ
り
ま
す
。 

③
樹
種
の
選
定
、
植
栽
時
期 

病
気
に
弱
い
樹
種
等
植
栽
す
る
環
境

に
適
し
て
い
る
か
否
か
調
査
し
ま
し
ょ

う
。 

 

三
、
健
康
に
樹
木
を
育
て
る
た
め
に
は
寒
肥

を
冬
季
に
行
う
事
も
大
切
な
作
業
で
す
。 
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第
８
回 

害
虫
の
防
除 

２
１
９
号
掲
載 

（
平
成
23
年
３
月
17
日
発
行
） 

 

一
、
樹
木
の
害
虫
に
つ
い
て 

害
虫
は
大
き
く
分
け
て
、
食
害
性
害
虫

（
葉
っ
ぱ
、
材
を
食
べ
る
）
と
吸
汁
性
害
虫

（
樹
液
を
吸
う
）
に
分
け
る
事
が
出
来
ま
す
。 

 

二
、
主
な
害
虫
の
種
類
と
防
除
法 

①
葉
を
食
害
す
る
タ
イ
プ 

葉
を
食
べ
る
種
類
で
幼
虫
、
成
虫
と
も
に

食
害
す
る
も
の
や
コ
ガ
ネ
ム
シ
の
よ
う
に

夜
食
害
す
る
虫
が
い
ま
す
。
ケ
ム
シ
、
イ
モ

ム
シ
、
コ
ガ
ネ
ム
シ
等
で
す
。 

虫
が
葉
の
表
面
に
い
る
事
が
多
い
の
で
、

直
接
虫
に
殺
虫
剤
を
か
け
る
方
法
が
有
効

で
す
。 

 

②
樹
液
を
吸
う
害
虫 

枝
や
、
葉
に
寄
生
し
て
養
分
を
吸
収
す
る

害
虫
で
す
。
葉
の
養
分
を
吸
っ
て
葉
が
白
く

な
っ
た
り
、
黄
変
し
ま
す
。
グ
ン
バ
イ
、
ア

ブ
ラ
ム
シ
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
等
で
す
。 

虫
に
直
接
殺
虫
剤
を
か
け
る

方
法
と
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
な
ど

は
、
虫
を
掻
き
取
る
捕
殺
が
有

効
で
す
。
ま
た
根
元
に
殺
虫
剤

を
ま
い
て
樹
液
に
浸
み
込
ま
せ

る
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
。 

 

③
虫
え
い
（
虫
こ
ぶ
）
を
作
る 

昆
虫
や
ダ
ニ
が
寄
生
し
て
、

細
胞
が
肥
大
し
て
コ
ブ
状
と
な

っ
た
物
で
す
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

タ
マ
バ
チ
等
が
付
い
て
発
生
し

ま
す
。 

虫
こ
ぶ
が
出
来
て
し
ま
う
と

薬
が
効
き
に
く
い
の
で
出
来
は

じ
め
に
処
理
し
ま
す
。 

 

④
枝
や
幹
に
穴
を
開
け
る 

樹
勢
が
衰
え
た
り
、
老
木
に
な
る
と
幹
に

穴
を
開
け
て
潜
り
こ
み
繁
殖
し
ま
す
。
コ
ウ

モ
リ
ガ
、
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
、
コ
ス
カ
シ

バ
等
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
生
活
様
式
が
違
い

ま
す
。 

ヤ
ニ
、
木
屑
、
虫
孔
な
ど
が
見
つ
か
っ
た

ら
針
金
等
で
つ
つ
い
て
引
き
出
し
た
り
、
殺

虫
剤
を
注
入
し
ま
す
。 

 

三
、
終
わ
り
に 

薬
剤
に
た
よ
る
の
は
最
後
の
手
段
と
考

え
て
、
樹
木
を
健
康
に
育
て
る
事
と
、
捕
殺
、

根
元
回
り
の
除
草
・
清
掃
な
ど
で
防
除
す
る

事
を
第
一
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。 

但
し
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ア
メ
リ
カ
ヒ
ロ
シ
ト

リ
等
一
度
発
生
す
る
と
急
激
に
広
が
る
種

類
は
初
期
の
薬
剤
に
よ
る
防
除
が
有
効
で

す
。 
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第
９
回 

樹
木
の
植
え
付
け
の
基
本 

２
２
１
号
掲
載 

（
平
成
23
年
９
月
１
日
発
行
） 

 

○
植
え
つ
け
る
樹
木
の
選
び
方 

樹
木
は
植
え
つ
け
ら
れ
た
場
所
か
ら
自

分
の
力
で
は
移
動
で
き
ま
せ
ん
。
次
の
こ
と

を
考
え
て
選
び
ま
し
ょ
う
。 

①
温
度
条
件
（
寒
さ
、
暑
さ
）
光
条
件
、
風

に
強
い
か
等
考
え
ま
し
ょ
う
。 

②
植
え
つ
け
る
場
所
に
よ
り
、
生
長
が
早
い

物
、
病
害
虫
に
強
い
物
等
考
慮
し
て
選
び

ま
し
ょ
う
。 

 ○
植
え
つ
け
る
場
所
の
選
定 

樹
木
が
弱
る
原
因
は
水
は
け
が
悪
い
事

が
最
も
多
い
よ
う
で
す
。 

①
水
は
け
の
善
し
悪
し
の
確
認 

②
日
当
た
り
、
風
当
た
り
の
状
況 

③
回
り
の
施
設
（
地
下
） 

樹
木
が
大
き
く
成
長
し
た
姿
を
考
え
ま

し
ょ
う
。 

 ○
植
え
付
け
前
の
準
備
と
植
付
け
方 

植
付
け
適
期
は
落
葉
樹
は
落
葉
期
、
常
緑

樹
は
二
月
か
ら
梅
雨
前
で
す
。 

①
根
の
先
端
を
水
が
吸
収
し
易
い
よ
う
に

切
り
戻
し
ま
す
。
根
鉢
で
根
が
固
ま
っ
て

い
る
物
は
切
れ
目
を
入
れ
た
方
が
根
が

出
や
す
い
で
す
。 

 

②
樹
芯
を
１
本
に
剪
定
し
ま
す
。 

③
植
え
穴
は
根
鉢
よ
り
大
き
く
し
て
鉢
底

は
や
や
高
め
に
し
ま
す
。 

④
垂
直
に
立
て
込
む
事
が
基
本
で
す
が
、
正

面
方
向
に
や
や
傾
け
る
と
庭
全
体
に
動

き
が
出
ま
す
。 

⑤
通
常
の
樹
木
は
水
を
入
れ
な
が
ら
（
水
極

め
）
植
栽
し
ま
す
。 

根
鉢
が
付
か
な
い
樹
木
は
根
の
裏
側
ま
で

土
が
入
る
よ
う
に
丁
寧
に
行
い
ま
す
。 

⑥
植
付
け
る
時
は
、
根
の
発
育
を
考
慮
し
て
、

地
表
近
く
は
柔
ら
か
く
、
下
の
部
分
は
根

を
固
定
す
る
た
め
に
踏
み
固
め
る
感
じ

で
植
え
ま
す
。 

 ○
そ
の
後
の
管
理 

植
栽
さ
れ
た
樹
木
は
１
年
目
で
根
を
伸

ば
し
、
芽
が
沢
山
出
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
勢
い
が
出
な
い
樹
木

は
植
付
け
当
初
の
植
え
方
・
管
理
が
悪
い
証

拠
で
す
。 

①
水
か
け
は
表
面
が
乾
い
て
か
ら
、
た
っ
ぷ

り
か
け
ま
す
。
毎
日
少
し
ず
つ
か
け
る
の

は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

②
夏
の
乾
燥
時
に
根
元
周
り
に
ワ
ラ
等
を

敷
く
の
は
有
効
で
す
。 
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第
10
回 

弱
っ
た
樹
木
の
回
復
方 

２
２
２
号
掲
載 

（
平
成
23
年
11
月
17
日
発
行
） 

 

樹
木
の
元
気
が
な
く
な
る
原
因
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
根
の
回
り
の
踏

み
固
め
等
に
よ
り
土
壌
が
固
く
な
り
、
空
気

も
水
も
入
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
た
め
根

の
発
達
が
悪
く
衰
弱
し
て
い
る
樹
木
の
改

善
方
法
を
説
明
し
ま
す
。 

 

一
般
的
に
は
… 

全
面
的
に
根
元
回
り
の
表
土
を
根
を
傷

め
な
い
よ
う
に
10
～
20
セ
ン
チ
程
度
耕
起

し
、
土
質
に
よ
り
モ
ミ
ガ
ラ
、
腐
葉
土
、
木

炭
、
緩
行
性
肥
料
等
を
混
入
し
て
土
壌
改
良

を
行
い
ま
す
。
孟
宗
竹
を
使
っ
た
方
法
と
組

み
合
わ
せ
る
と
最
も
よ
い
方
法
で
す
。 

 

孟
宗
竹
（
真
竹
）
等
を
使
っ
た 

簡
単
な
樹
勢
回
復
方
法 

根
元
回
り
を
ス
ポ
ッ
ト
的
に
孟
宗
竹
が

入
る
程
度
の
大
き
さ
の
穴
を
掘
り
（
深
さ
30

～
50
セ
ン
チ
）、
孟
宗
竹
の
中
に
木
炭
、
モ

ミ
ガ
ラ
、
肥
料
等
を
入
れ
て
根
の
回
り
に
埋

め
ま
す
。
穴
を
掘
る
位
置
は
枝
張
り
範
囲
で

樹
の
大
き
さ
に
も
よ
り
ま
す
が
、
10
～
20

箇
所
を
分
散
し
て
掘
り
ま
す
。 

古
木
等
は
一
回
で
行
わ
ず
様
子
を
見
な

が
ら
毎
年
行
う
方
が
木
に
負
担
を
与
え
な

い
と
思
い
ま
す
。
大
き
な
根
が
出
て
き
た
ら

除
け
て
、
掘
り
や
す
い
場
所
を
掘
り
、
切
っ

た
根
は
切
り
戻
し
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

※
切
り
戻
し
は
生
け
花
の
水
切
り
の
原
理

で
、
根
の
先
が
痛
む
と
水
揚
げ
が
悪
く
な

り
ま
す
の
で
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
で
切
っ
た

根
は
鋭
利
な
刃
物
で
切
り
直
す
こ
と
で

す
。 

※
小
さ
な
木
・
鉢
植
え
の
木
は
真
竹
、
メ
ダ

ケ
を
使
っ
て
出
来
ま
す
し
、
ゴ
ル
フ
場
の

芝
生
に
小
さ
な
穴
を
開
け
て
い
る
の
も

こ
の
原
理
で
す
。 

 

ワ
ラ
の
敷
き
均
し 

土
壌
改
良
が
完
了
し
た
後
は
稲
ワ
ラ
、
バ

ー
ク
堆
肥
、
腐
葉
土
等
で
根
元
を
覆
い
ま
す
。 
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第
11
回 

サ
ク
ラ
の
話 

２
２
３
号
掲
載 

（
平
成
24
年
１
月
26
日
発
行
） 

 

江
戸
時
代
に
染
井
の
植
木
職
人
が
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
を
売
り
出
す
ま
で
は
、
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
が
主
体
で
し
た
。 

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
接
ぎ
木
で
同
じ
固
体

か
ら
増
殖
さ
れ
ま
す
の
で
サ
ク
ラ
の
性
質

は
同
一
で
短
命
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
自
然
交
配
に
よ
り
繁
殖

し
ま
す
の
で
、
色
々
の
性
質
が
出
現
し
寿
命

も
長
い
よ
う
で
す
。 

 

サ
ク
ラ
の
名
前
の
由
来 

名
前
の
由
来
は
色
々
あ
る
よ
う
で
す
が
、

古
事
記
に
出
て
く
る
サ
ク
ラ
の
霊
：
木
花
咲

耶
姫
（
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
）
か
ら
来
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ

メ
は
、
富
士
山
浅
間
神
社
の
ご
神
体
で
山
の

上
か
ら
桜
の
種
を
蒔
い
た
ら
、
春
風
に
乗
っ

て
日
本
全
国
に
桜
の
花
が
広
が
っ
た
と
言

う
伝
説
が
あ
り
ま
す 

 日
本
で
最
初
の
花
見 

本
格
的
な
花
見
は
安
土
桃
山
時
代
、
太
閤

秀
吉
が
行
っ
た
醍
醐
の
花
見
が
有
名
で
す
。

太
閤
秀
吉
は
植
木
職
人
に
桜
を
移
植
さ
せ

て
花
見
の
場
所
を
作
り
秀
頼
、
北
の
政
所
、

淀
殿
、
大
名
を
入
れ
て
総
勢
千
三
百
名
の
壮

大
な
花
見
で
し
た
。 

 

二
階
の
女
が
気
に
か
か
る
木 

櫻
の
字
の
語
源
に
は
面
白
い
話
が
あ
り

ま
す
。
櫻
の
字
を
分
解
す
る
と
、
木
と
嬰
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
嬰
の
字
は
女
の
上
に
貝
が

二
つ
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
女
の
大
事

な
も
の
貝
の
首
飾
り
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
櫻
の
花
は
、
首
飾
り
の
よ
う
に
リ
ン
グ

状
に
沢
山
花
が
咲
く
こ
と
も
関
連
し
て
い

ま
す
。 

「
二
階
（
貝
貝
）
の
女
が
気
（
木
）
に
か

か
る
木
は
」
と
言
う
色
気
の
あ
る
ク
イ
ズ
も
、

今
日
の
「
桜
」
の
漢
字
名
か
ら
は
想
像
で
き

ま
せ
ん
。 

サ
ク
ラ
の
手
入
れ 

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
寿
命
は
六
十
年
程
度

と
い
わ
れ
、
他
の
樹
木
に
比
較
す
る
と
短
命

で
す
。
し
か
し
、
適
切
な
手
入
れ
を
す
る
こ

と
で
毎
年
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
、
寿
命
を
伸

ば
す
こ
と
も
可
能
で
す
。 

１
、
テ
ン
グ
ス
病
は
見
つ
け
次
第
切
除
し
、

密
植
を
嫌
う
の
で
広
い
場
所
に
植
え
る
。 

２
、
若
木
の
仕
立
て
は
、
根
元
か
ら
出
る

萌
芽
枝
は
切
除
し
、
主
幹
を
一
本
に
仕

立
て
る
。 

３
、
剪
定
時
期
は
落
葉
期
間
、
大
枝
の
剪

定
は
枝
の
途
中
で
切
ら
ず
枝
の
分
か
れ

目
か
ら
切
る
。
大
き
な
切
り
口
に
は
防

腐
処
置
を
行
う
。 

 



16 

第
12
回 

サ
ク
ラ
の
話
２ 

２
２
４
号
掲
載 

（
平
成
24
年
３
月
15
日
発
行
） 

 

千
葉
県
の
サ
ク
ラ 

 

君
津
市
周
辺
の
里
山
で
最
も
早
く
咲
く

自
然
の
サ
ク
ラ
は
、
富
士
山
周
辺
に
あ
る
同

じ
系
統
の
マ
メ
桜
で
す
。
そ
の
後
ヤ
マ
桜
類

が
咲
き
出
し
ま
す
。
花
が
赤
く
丁
子
咲
き
の

ヒ
カ
ン
桜
、
華
や
か
な
カ
ワ
ズ
桜
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
桜
は
園
芸
品
種
で
す
。
園
芸
品
の
場

合
品
種
に
よ
っ
て
同
じ
花
が
咲
き
ま
す
が
、

ヤ
マ
桜
類
は
一
本
一
本
花
の
色
・
葉
の
色
が

違
う
の
が
特
徴
で
す
。
他
に
房
総
半
島
で
見

ら
れ
る
自
然
の
サ
ク
ラ
は
ウ
ワ
ミ
ズ
桜
、
カ

ス
ミ
桜
、
イ
ヌ
桜
等
が
あ
り
ま
す
。 

 

サ
ク
ラ
の
特
徴 

サ
ク
ラ
類
の
特
徴
と
し
て
、
葉
の
付
け
根

付
近
に
蜜
線
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
コ
ブ
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
蜜
線
か
ら
蜜
が
出
て
い
て
、

ア
リ
が
寄
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
お
返
し
と
ア

リ
は
葉
っ
ぱ
に
い
る
ダ
ニ
等
を
食
べ
る
と

言
う
共
生
関
係
に
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

サ
ク
ラ
の
主
な
病
害
虫 

１
、
サ
ク
ラ
類
の
病
気
と
し
て
最
も
気
を

つ
け
た
い
も
の
は
、
て
ん
ぐ
巣
病
で
す
。

ヤ
マ
桜
に
は
少
な
い
で
す
が
放
置
し
て

お
く
と
樹
形
が
乱
れ
て
枯
れ
る
こ
と
が

あ
る
の
で
見
つ
け
次
第
切
除
し
て
く
だ

さ
い
。 

 

２
、
樹
皮
の
下
に
虫
が
入
り
ヤ
ニ
が
で
る

状
況
が
見
ら
ま
す
。
そ
の
場
所
に
殺
虫

剤
を
注
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

３
、
サ
ク
ラ
切
る
馬
鹿
、
ウ
メ
切
ら
ぬ
馬

鹿
の
謂
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
サ
ク
ラ
は
、

ウ
メ
に
比
較
す
る
と
切
り
口
か
ら
腐
朽

し
易
い
で
す
。
基
本
的
な
切
り
方
で
切

り
口
を
適
切
に
処
置
す
れ
ば
剪
定
も
可

能
で
す
。 

４
、
樹
皮
に
べ
っ
た
り
コ
ケ
（
ウ
メ
ノ
キ

ゴ
ケ
）
が
付
い
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。
サ
ク
ラ
類
は
樹
皮
に
横
筋
（
皮

目
）
が
多
く
あ
り
、
他
の
樹
種
に
比
較

す
る
と
皮
目
で
呼
吸
を
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
べ
っ
た
り
付
い
た
コ
ケ
は
は
が

し
て
く
だ
さ
い
。
寒
い
時
期
に
石
灰
硫

黄
合
剤
を
濃
い
目
に
撒
け
ば
取
れ
ま
す
。 
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第
13
回 

お
庭
の
手
入
れ
の
考
え
方 

２
２
５
掲
載 （

平
成
24
年
６
月
７
日
発
行
） 

 

お
庭
づ
く
り
の
相
談
で
、
管
理
が
か
か
ら

な
い
庭
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
の
お
話
し
が

多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
の
答
え
は
、
そ
の

よ
う
な
考
え
方
を
お
持
ち
の
方
は
お
庭
を

造
る
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
と
答
え
て
い
ま

す
。 公

共
の
緑
地
は
別
と
し
て
、
個
人
の
庭
で

は
管
理
を
た
の
し
む
庭
づ
く
り
が
基
本
で
、

楽
し
ん
で
管
理
が
で
き
る
庭
づ
く
り
を
目

指
す
べ
き
で
す
。 

管
理
は
ア
ー
ト
で
す
。
管
理
が
楽
し
く
行

わ
れ
る
庭
は
美
し
い
庭
で
す
。 

 

管
理
を
楽
し
む
庭
づ
く
り 

庭
を
手
入
れ
し
て
い
て
手
入
れ
し
に
く

い
と
感
じ
た
ら
手
入
れ
し
易
い
方
法
を
考

え
て
み
る
事
で
す
。
そ
の
集
大
成
が
管
理
し

や
す
い
、
管
理
が
楽
し
い
機
能
的
で
美
し
い

庭
で
す
。
そ
の
た
め
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
み

ま
す
。 

●
作
業
し
や
す
い
設
計
と
す
る 

草
を
取
る
と
き
、
作
業
し
や
す
い
場
所
と
、

草
が
取
り
に
く
い
場
所
が
あ
り
ま
す
ね
。
庭

の
用
途
、
大
き
さ
な
ど
が
あ
り
一
概
に
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
草
を
取
り
に
く
い
要
素
を
省

い
て
あ
げ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

●
仕
掛
け
を
す
る
。 

草
木
の
芽
吹
き
、
植
物
の
発
芽
、
季
節
と

共
に
毎
日
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
地

域
環
境
に
あ
っ
た
植
物
で
季
節
感
が
あ
る

植
物
を
植
栽
す
る
と
毎
日
庭
に
出
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

●
邪
魔
に
な
る
木
が
あ
る
場
合 

樹
形
を
変
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
景
色
が
変

わ
り
庭
が
広
く
使
え
ま
す
。
（
下
図
） 

●
庭
内
の
植
物
を
利
用
す
る 

実
の
な
る
木
、
お
茶
に
な
る
木
、
工
芸
に

使
え
る
木
等
、
自
分
の
庭
に
あ
る
物
を
積
極

的
に
生
活
に
取
り
入
れ
る
工
夫
が
必
要
で

す
。 

 

終
わ
り
に 

建
物
は
竣
工
時
が
完
成
で
す
が
、
庭
の
場

合
は
ス
タ
ー
ト
で
す
。 

は
じ
め
か
ら
完
成
し
た
庭
と
す
る
の
で

な
く
、
そ
の
土
地
の
環
境
に
あ
っ
た
庭
に
管

理
し
な
が
ら
育
て
て
い
く
こ
と
が
良
い
庭

を
造
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

そ
の
時
注
意
す
る
こ
と
は
土
壌
環
境
、
給

排
水
、
災
害
に
備
え
た
土
木
工
事
等
、
後
か

ら
手
直
し
に
大
き
な
経
費
が
掛
る
物
は
最

初
に
し
っ
か
り
工
事
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

人
は
庭
の
中
に
お
い
て
、
活
動
す
る
事
な

く
活
動
し
、
働
く
事
な
く
働
い
て
い
ま
す
。

毎
日
庭
に
出
た
く
な
る
、
気
に
な
る
庭
を
目

指
し
て
く
だ
さ
い
。 
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第
14
回 

樹
木
た
ち
の
生
き
る
工
夫 

２
２
６
号
掲
載 

（
平
成
24
年
９
月
６
日
発
行
） 

 

日
照
り
が
続
き
、
樹
木
の
葉
が
萎
れ
て
垂

れ
下
が
っ
て
い
る
事
を
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。
こ
れ
は
植
物
が
自
分
の
体
を
守
る

た
め
に
行
な
っ
て
い
る
現
象
で
す
。
尚
、
植

物
は
光
合
成
を
葉
で
行
な
い
、
無
機
質

(

水
・
空
気
・
二
酸
化
炭
素)

を
も
と
に
植
物

体
に
必
要
な
有
機
物(

炭
水
化
物)

を
作
り

だ
し
成
長
し
て
い
ま
す
。 

 

光
合
成
に
適
し
た
温
度 

光
合
成
を
行
う
た
め
の
適
温
は
25
℃
程

度
で
、
40
℃
を
超
え
る
と
極
端
に
光
合
成
速

度
は
遅
く
な
り
ま
す
。
直
射
日
光
が
当
た
っ

て
い
る
物
体
の
表
面
温
度
は
、
真
夏
で
は

60
℃
以
上
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
植
物
の
葉
面
を
触
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
熱

を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由

は
植
物
の
葉
か
ら
大
量
の
水
が
蒸
発
し
蒸

発
熱
で
葉
面
を
冷
や
し
、
光
合
成
が
正
常
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
。 

葉
か
ら
蒸
散
す
る
水
の
量
は
光
合
成
で

使
わ
れ
る
水
の
量
の
一
〇
〇
倍
も
の
大
量

の
水
が
気
孔
を
通
じ
て
蒸
散
し
て
い
ま
す
。 

 

葉
が
萎
れ
る
し
く
み 

し
か
し
、
気
温
が
上
が
り
根
か
ら
水
分
の

供
給
が
必
要
な
時
に
、
土
中
に
水
分
が
無
い

場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
植
物
は
対
応
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
時
樹
木
は
気
孔
を

閉
じ
、
葉
柄
の
上
側
を
成
長
さ
せ
葉
を
垂
れ

て
、
気
温
の
高
い
日
中
の
直
射
日
光
に
対
す

る
葉
面
の
角
度

を
小
さ
く
し
て

葉
面
の
温
度
の

上
昇
を
防
ぎ
ま

す
。 

    

樹
木
を
健
全
に

保
つ
に
は 

こ
の
よ
う
に
植
物
は
根
か
ら
大
量
の
水

を
吸
収
し
て
い
る
の
で
根
が
健
康
で
、
土
の

中
に
綺
麗
な
水
が
大
量
に
保
持
さ
れ
る
土

づ
く
り
が
重
要
で
す
。
ま
た
日
照
り
が
続
き

乾
燥
し
て
い
る
時
は
夕
方
に
た
っ
ぷ
り
と

潅
水
し
て
く
だ
さ
い
。 

     

葉が萎れる 
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第
15
回 

紅
葉
・
黄
葉
の
仕
組
み 

２
２
７
号
掲
載 

（
平
成
24
年
11
月
15
日
発
行
） 

 

「
紅
葉
」
は
モ
ミ
ジ
と
読
み
、
昔
は
赤
や
黄

色
に
色
づ
く
葉
を
全
て
モ
ミ
ジ
と
言
い
ま

し
た
。
最
近
で
は
紅
葉
す
る
も
の
が
多
い
カ

エ
デ
の
仲
間
を
指
す
言
葉
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

 紅
葉
の
し
く
み 

秋
が
深
ま
り
、
朝
晩
の
冷
え
込
み
が
厳
し

く
な
る
と
、
葉
の
付
け
根
に
離
層
が
で
き
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
葉
に
合
成
さ
れ
た
糖
分

が
ど
ん
ど
ん
蓄
積
さ
れ
、
こ
の
糖
分
か
ら
赤

い
色
素
ア
ン
ト
シ
ア
ン
が
新
た
に
合
成
さ

れ
ま
す
。
一
方
、
緑
色
の
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
は
、

ど
ん
ど
ん
分
解
さ
れ
て
い
て
、
緑
色
の
色
素

が
な
く
な
り
、
赤
い
色
素
が
増
え
る
の
で
す
。 

 

 

 

 

イ
チ
ョ
ウ
等
の
葉
は
黄
葉 

イ
チ
ョ
ウ
の
黄
色
は
紅
葉
と
異
な
り
黄

葉
し
ま
す
。
イ
チ
ョ
ウ
を
含
め
、
植
物
の
葉

に
は
も
と
も
と
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
と
い
う
黄

色
の
色
素
が
あ
り
、
普
通
に
枯
れ
る
葉
が
黄

色
く
見
え
る
の
が
そ
の
現
わ
れ
で
す
。 

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
が
分
解
さ
れ
る
と
、
緑
色

が
薄
く
な
る
こ
と
で
、
こ
の
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド

の
黄
色
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
黄
色
く
色

づ
い
た
よ
う
に
見
え
る
の
で
す
。 

 
 

美
し
い
紅
葉
の
条
件 

紅
葉
の
仕
組
み
で
わ
か
る
よ
う
に
、
き
れ

い
な
紅
葉
を
す
る
に
は
糖
分
が
十
分
蓄
え

ら
れ
て
い
る
事
、
す
な
わ
ち
健
康
な
樹
木
で

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

ま
た
温
度
変
化
も
重
要
で
．
摂
氏
８
度
以

下
の
冷
気
と
特
に
昼
と
夜
の
寒
暖
差
が
必

要
で
す
。 
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第
16
回 

寒
肥
と
松
の
話
し 

２
２
８
号
掲
載 

（
平
成
25
年
１
月
24
日
発
行
） 

 

寒
肥
は
終
わ
り
ま
し
た
か 

一
年
間
の
肥
料
設
計
は
寒
肥
で
決
ま
る

と
言
わ
れ
る
く
ら
い
重
要
で
す
。 

冬
の
間
に
遅
行
性
の
肥
料
（
油
粕
・

鶏
糞
等
）
を
根
元
周
り
に
軽
く
耕
す
程

度
施
し
ま
す
。
こ
の
肥
料
が
分
解
し
根

に
吸
収
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
ろ
に
、

樹
木
の
根
も
伸
び
て
き
て
、
肥
料
を
吸

収
す
る
仕
組
み
で
す
。
寒
肥
が
十
分
施

さ
れ
て
い
れ
ば
、
後
は
化
学
肥
料
を
葉

の
色
つ
や
が
悪
い
時
、
花
・
実
が
終
わ

っ
た
時
の
お
礼
肥
え
程
度
施
す
だ
け

で
十
分
で
す
。
今
か
ら
で
も
間
に
合
い

ま
す
の
で
（
二
月
中
旬
頃
迄
）
寒
肥
を

施
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

マ
ツ(

松)

の
話 

マ
ツ
の
字
の
由
来
は
木
偏
に
公
と
書
き
、

公
の
場
所
が
好
き
で
密
会
は
嫌
い
な
木
で

す
。
松
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
場
所
は
、
玄
関

先
、
庭
で
も
目
立
つ
公
の
場
所
で
す
。 

昔
か
ら
御
目
出
度
い
木
、
長
寿
の
シ
ン
ボ

ル
木
と
し
て
多
く
の
場
所
で
使
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
た
と
え
ば
門
松
は
歳
の
神
様
が
お

正
月
に
天
か
ら
降
り
て
く
る
目
印
と
し
て
、

松
の
内
の
間
飾
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
長
寿
・
夫
婦
和
合
の
木
と
も
い
わ

れ
る
の
は
常
緑
で
松
葉
が
二
本
同
じ
袋
の

中
に
入
っ
て
い
る
形
か
ら
来
て
い
ま
す
。 

最
近
、
山
か
ら
殆
ん
ど
の
マ
ツ
が
消
え
ま

し
た
ね
。
マ
ツ
が
日
本
全
土
を
元
気
な
姿
で

覆
っ
て
い
た
時
代
は
、
燃
料
を
木
に
頼
っ
て

い
た
時
代
で
す
。
そ
の
後
燃
料
が
石
油
主
体

に
な
る
と
、
山
か
ら
マ
キ
を
取
っ
て
燃

料
に
使
う
事
が
急
速
に
減
り
、
山
に
入

る
機
会
も
減
り
手
入
れ
が
疎
か
に
な

り
山
が
荒
れ
て
い
き
ま
す
。 

マ
ツ
が
枯
れ
た
主
な
原
因
は
松
く

い
虫
（
松
の
材
線
虫
病
）
で
す
が
、
松

林
が
下
草
、
他
の
木
で
生
い
茂
り
密
閉

状
態
に
な
り
樹
勢
が
弱
く
な
っ
た
事

も
大
き
な
原
因
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 
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第
17
回 

樹
木
の
移
植
・
植
え
付
け 

２
３
０
号
掲
載 

（
平
成
25
年
６
月
６
日
発
行
） 

 

樹
木
の
移
植
は
一
般
的
に
落
葉
樹
は
葉

が
な
い
時
、
常
緑
樹
は
寒
い
時
期
を
避
け
て

梅
雨
前
ま
で
で
す
。
今
回
は
小
さ
な
樹
木
の

植
え
付
け
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。 

 樹
木
の
根
の
仕
組
み 

前
回
話
し
ま
し
た
が
樹
木
に
と
っ
て
一

番
大
事
な
養
水
分
を
吸
収
す
る
吸
収
根
は

地
表
面
近
く
二
〇
～
三
〇
㎝
と
浅
い
位
置

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
作
業

を
進
め
ま
し
ょ
う
。 

 植
え
付
け
前
の
準
備 

移
植
し
た
物
、
購
入
し
た
物
を
含
め
て
植

え
付
け
る
前
に
根
の
先
端
を
鋭
利
な
刃
物

で
切
り
戻
し
し
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
事
で

植
え
付
け
後
の
根
か
ら
の
水
揚
げ
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
き
ま
す
。 

樹
形
は
潅
木
類
を
含
め
て
芯
を
一
本
に

立
て
る
気
持
ち
で
枝
葉
を
剪
定
し
ま
す
。 

 穴
掘
り
植
え
付
け 

植
穴
は
、
根
鉢
よ
り
や
や
大
き
め
の
穴
を

掘
り
、
石
こ
ろ
や
枝
葉
等
不
要
物
は
取
り
除

き
ま
す
。 

植
え
付
け
は
、
地
面
と
鉢
の
高
さ
が
水
平

に
な
る
様
に
し
て
、
芯
を
垂
直
に
立
て
る
よ

う
に
植
え
付
け
ま
す
。 

植
穴
に
土
を
入
れ
て

行
き
ま
す
が
、
根
鉢
か
ら

半
分
く
ら
い
は
踏
み
固

め
て
樹
木
を
固
定
し
、
そ

の
上
は
柔
ら
か
く
固
め

る
気
持
ち
で
植
え
付
け

ま
し
ょ
う
。 

吸
収
根
が
伸
び
や
す

い
環
境
を
作
る
た
め
で

す
。 

水
か
け
は
雨
が
降
っ
て
も
必
要
で
す
が
、

特
に
根
鉢
の
状
態
が
悪
い
場
合
は
水
を
掛

け
な
が
ら
土
が
十
分
根
に
密
着
す
る
よ
う

に
し
ま
す
。 

 最
後
に 

植
え
付
け
時
の
対
応
が
悪
い
と
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
樹
木
は
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
場

所
の
選
定
を
含
め
て
植
え
付
け
時
に
気
を

配
り
ま
し
ょ
う
。 
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第
18
回 

年
輪
と
樹
齢 

２
３
１
号
掲
載 

（
平
成
25
年
９
月
５
日
発
行
） 

 

年
輪 年

輪
を
見
る
と
、
色
が
明
る
く
粗
い
部
分

と
材
が
緻
密
で
色
が
濃
い
部
分
が
あ
り
ま

す
。
明
る
い
部
分
は
年
輪
の
内
側
に
あ
り
春

か
ら
初
夏
に
か
け
て
作
ら
れ
た
材
で
早
材  

と
言
い
、
外
側
の
部
分
が
夏
か
ら
秋
に
作
ら

れ
材
で
晩
材
で
す
。
こ
の
明
る
い
部
分
と
濃

い
部
分
が
一
セ
ッ
ト
で
一
年
間
に
出
来
る

年
輪
で
す
。 

年
輪
幅
は
気
象
条
件
や
周
り
の
木
の
状

況
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
雨
量
や
日
照
時

間
な
ど
の
気
象
条
件
、
周
り
の
木
が
切
ら
れ

た
り
し
て
明
る
く
な
っ
た
り
と 

い
っ
た
環

境
変
化
な
ど
で
す
。 

山
の
中
で
迷
っ
た
ら
年
輪
の
幅
が
広
い

方
が
南
だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

森
林
の
中
で
は
年
輪
は
方
位
に
ほ
と
ん
ど

影
響
さ
れ
ま
せ
ん
。 

針
葉
樹
は
傾
い
た
側
を
押
し
上
げ
よ
う

と
す
る
た
め
に
傾
い
た
側
の
年
輪
幅
が
広

く
な
り
、
根
も
傾
き
側
が
伸
び
て
押
し
上
げ

る
よ
う
に
支
え
ま
す
。
広
葉
樹
は
傾
い
た
反

対
側
の
根
が
発
達
し
傾
い
た
幹
を
引
っ
張

る
よ
う
に
支
え
ま
す
の
で
年
輪
は
傾
き
と

反
対
側
が
発
達
し
ま
す
。 

  

 

樹
齢
の
決
め
方 

樹
齢
は
年
輪
を
数
え
る
事
が
出
来
れ
ば

正
確
に
わ
か
り
ま
す
が
、
社
寺
等
の
古
い
木

は
そ
の
場
所
の
歴
史
か
ら
推
測
し
て
決
め

ら
れ
る
事
が
多
く
あ
り
ま
す
。
科
学
的
に
は

炭
素
同
定
と
言
う
方
法
も
使
わ
れ
ま
す
。 

言
い
伝
え
の
樹
齢
と
実
際
が
大
き
く
違

う
事
が
あ
り
ま
す
。 

樹
齢
は
ロ
マ
ン
年
齢
と
考
え
て
あ
ま
り

詮
索
せ
ず
言
い
伝
え
の
樹
齢
を
信
じ
る
事

が
巨
樹
と
の
付
き
合
い
方
と
思
い
ま
す
。 

針葉樹と広葉樹の年輪 

年輪の模式図 
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第
19
回 

冬
に
向
か
っ
て
の
手
入
れ 

２
３
２
号
掲
載 

（
平
成
25
年
11
月
21
日
発
行
） 

 

樹
木
は
冬
に
向
か
っ
て
冬
越
し
と
来
年

の
春
に
向
か
っ
て
準
備
を
始
め
ま
す
。
ま
た

樹
木
が
健
康
に
育
つ
に
は
樹
木
内
の
糖
度

が
高
い
方
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
寒
肥
を
忘
れ
ず
。 

 

元
気
の
な
い
樹
木
の
診
断 

● 

全
て
の
樹
木
は
浅
い
位
置
に
養
水
分
を

吸
収
す
る
白
根(

細
根)

が
あ
り
、
樹
木
に
障

害
が
現
れ
る
主
な
原
因
は
根
に
あ
り
ま
す
。 

次
の
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
異
常
が
見

つ
か
れ
ば
先
ず
根
元
周
り
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。 

・
樹
形
、
葉
色
、
葉
の
密
度
、
葉
の
大
き

さ
に
変
化
は
な
い
か
。 

・
根
元
周
り
に
根
が
密
集
し
て
地
面
が
固

く
な
っ
て
い
な
い
か
。
ま
た
他
の
植
物

が
密
生
し
て
根
同
士
が
絡
み
合
っ
て
い

な
い
か
。 

※
根
回
り
の
改
善
方
法
は
既
報
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

● 

葉
っ
ぱ
が
枯
れ
た
、
変
色
し
た
、
落
葉

し
た
等
の
症
状
が
現
れ
た
時
、
ま
ず
虫
が
い

る
か
、
木
く
ず
な
ど
が
落
ち
て
い
る
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
虫
が
い
る
と
き
は
殺
虫
剤
、

い
な
い
と
き
は
殺
菌
剤
で
処
置
し
ま
す
。
し

か
し
病
害
虫
が
発
生
す
る
原
因
は
、
植
栽
環

境
が
大
き
く
左
右
し
ま
す
。
投
薬
の
前
に
土

壌
条
件
、
風
通
し
等
の
改
善
が
先
決
で
す
。

防
除
と
し
て
石
灰
硫
黄
合
剤
、
マ
シ
ン
油
等

の
散
布
も
効
果
的
で
す
。 

 

● 

大
き
く
な
っ
た
樹
形
の
整
姿 

大
き
く
な
っ
た
樹
木
の
樹
形
縮
小
等
、
大

枝
の
剪
定
は
冬
季
に
行
う
方
が
安
全
で
す
。

ま
た
ア
ジ
サ
イ
、
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、
ユ
キ
ヤ
ナ

ギ
等
の
潅
木
類
の
縮
小
も
こ
の
季
節
で
す
。

花
潅
木
類
は
次
年
度
の
花
付
き
を
考
え
て

切
除
す
る
位
置
を
決
め
ま
し
ょ
う
。 

 

● 

寒
肥(

第
16
回
参
照)

 

一
年
間
の
肥
料
設
計
の
八
割
は
寒
肥
で

決
ま
る
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
重
要
で
す
。
冬

の
間
に
遅
行
性
の
肥
料
（
油
粕
・
鶏
糞
等
）

を
根
元
周
り
に
施
し
ま
す
。 
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第
20
回 

冬
季
の
お
庭
の
手
入
れ 

２
３
３
号
掲
載 

（
平
成
26
年
１
月
23
日
発
行
） 

 

一
．
剪
定 

伸
び
す
ぎ
た
枝
、
樹
形
が
悪
く
な
っ
た
木

の
再
生
等
、
大
き
な
枝
を
切
る
季
節
は
樹
木

の
幹
に
栄
養
分
が
沢
山
蓄
積
さ
れ
て
い
る

冬
季
が
最
適
で
す
。 

図
の
よ
う
に
枝
の
分
か
れ
目
で
、
斜
め
に

切
り
、
切
り
口
に
防
菌
塗
布
剤
を
塗
り
ま
し

ょ
う
。 

 

二
．
越
冬
害
虫
の
退
治 

病
害
虫
が
発
生
し
に
く
い
環
境
作
り
が

（
水
は
け
、
風
通
し
等
）
大
切
な
事
を
つ
ぶ

や
い
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ス
ス
病
・

サ
ビ
病
等
が
春
先
に
は
発
生
し
ま
す
。 

害
虫
が
発
生
す
る
こ
と
で
病
気
が
誘
因

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
冬
季
に
害
虫
の 

 

対
策
を
す
る
こ
と
で
春
先
の
病
気
の
発
生

を
抑
制
す
る
事
が
出
来
ま
す
。 

①
卵
の
固
ま
り
（
卵
の
う
）
が
葉
の
裏
に

つ
い
て
い
れ
ば
葉
ダ
ニ
の
越
冬
卵
で
す
。 

②
食
害
さ
れ
た
葉
の
中
に
卵
が
あ
る
と
ハ

マ
キ
ム
シ
の
卵
。 

③
棕
櫚
縄
、
幹
巻
き
材
等
に
産
み
付
け
ら

れ
た
卵
は
蛾
の
幼
虫
。 

④
病
気
な
ど
で
落
葉
し
た
葉
は
、
焼
却
処

分
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
根
元
に
雑
草
が

繁
茂
し
て
い
る
と
害
虫
が
越
冬
す
る
場

所
に
な
り
ま
す
の
で
除
草
し
ま
し
ょ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
注
意
深
く
観
察
す
る
と

色
々
な
形
の
卵
が
発
見
で
き
ま
す
の
で
、
見

つ
け
次
第
取
り
除
く
事
で
効
果
が
あ
り
ま

す
。
尚
、
冬
季
の
害
虫
駆
除
に
有
効
な
農
薬

と
し
て
次
の
物
が
あ
り
ま
す
。 

①
マ
シ
ン
油
乳
剤 

油
性
が
虫
を
包
み
込
ん
で
窒
息
さ
せ
る

薬
剤
で
す
。
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
、
ア
ブ
ラ
ム

シ
、
ハ
ダ
ニ
等
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

②
石
灰
硫
黄
合
剤 

強
ア
ル
カ
リ
性
の
硫
黄
の
殺
菌
作
用
が
、

病
原
菌
を
直
接
殺
菌
す
る
と
同
時
に
殺
虫

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

何
れ
も
購
入
時
に
適
用
樹
木
を
確
認
し

て
、
薬
剤
散
布
の
注
意
書
き
を
読
み
そ
れ
に

従
っ
て
散
布
し
て
下
さ
い
。 
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第
21
回 

樹
木
の
構
造 

２
３
４
号
掲
載 

（
平
成
26
年
３
月
20
日
発
行
） 

 

樹
木
の
幹
は
、
毎
年
外
側
に
成
長
し
ま
す

が
、
こ
れ
は
外
樹
皮
の
す
ぐ
下
に
あ
る
形
成

層
と
言
う
分
裂
組
織
の
活
動
に
よ
る
も
の

で
す
。
こ
の
分
裂
組
織
は
、
外
側
に
師
管
（
し

か
ん
）
を
中
心
と
す
る
師
部
を
形
成
し
、
内

側
に
は
道
管
（
導
管
）
を
中
心
と
す
る
木
部

を
形
成
し
ま
す
。 

 

簡
単
に
言
い
ま
す
と
、
ど
ん
な
大
き
な
巨

木
で
も
樹
皮
を
除
い
て
２
～
３
㎝
程
度
が

生
き
て
い
て
他
は
死
ん
で
い
る
（
腐
っ
て
は

い
ま
せ
ん
）
と
言
え
ま
す
。 

 

次
に
主
な
組
織
の
役
割
を
説
明
し
ま
す
。 

一
．
師
部
―
光
合
成
で
出
来
た
、
糖
を
含

む
水
溶
液
の
移
動
通
路
。 

二
．
形
成
層
―
植
物
体
を
太
く
し
、
丈
夫

な
体
を
作
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
冬
よ

り
夏
の
ほ
う
が
分
裂
が
盛
ん
な
た
め
、

成
長
速
度
の
差
が
年
輪
と
し
て
表
れ
ま

す
。 

三
．
導
管
―
植
物
が
吸
収
し
た
水
溶
液
が

上
昇
す
る
通
路
。（
被
子
植
物
と
シ
ダ
植

物
・
裸
子
で
は
組
織
が
違
い
ま
す
。
） 

 取
り
木 

樹
木
の
構
造
を
知
っ
た
上
で
、
取
り
木
に

挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。 

対
象
樹
木
は
マ
ツ
・
ス
ギ
な
ど
の
針
葉
樹

以
外
は
、
可
能
で
す
。 

 
 

 

挿
し
木
は
小
さ
な
枝
し
か
出
来
ま
せ
ん

が
、
取
り
木
は
発
根
の
良
い
樹
木
で
し
た
ら

直
径
５
㎝
程
度
の
太
い
枝
ま
で
可
能
で
す
。 

 
 

 

一
．
樹
皮
を
長
さ
10
㎝
程
度
、
形
成
層
の

外
側
で
剥
が
し
ま
す
。
樹
皮
を
剥
が
し

て
も
、
導
管
は
傷
つ
け
て
い
ま
せ
ん
の

で
水
は
上
が
り
ま
す
。
し
か
し
師
部
の

部
分
を
切
断
し
て
い
ま
す
の
で
、
切
り

口
に
養
分
が
た
ま
り
そ
こ
か
ら
発
根
す

る
仕
組
み
で
す
。 

二
．
ミ
ズ
ゴ
ケ
を
巻
き
ビ
ニ
ー
ル
で
剥
皮

場
所
を
包
み
ま
す
。 

三
．
春
に
行
う
と
一
年
程
度
で
切
り
口
か

ら
根
が
出
ま
す
。 

四
．
発
根
が
確
認
出
来
た
ら
切
り
離
し
、

移
植
し
ま
す
。 
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第
22
回 

簡
単
な
樹
勢
診
断 

２
３
５
号
掲
載 

（
平
成
26
年
６
月
５
日
発
行
） 

 

木
は
自
分
で
は
動
け
ま
せ
ん
の
で
、
生
え

た
場
所
が
気
に
入
ら
な
く
て
も
そ
こ
で
一

生
を
送
り
ま
す
。
何
十
年
、
何
百
年
と
同
じ

場
所
で
生
活
し
て
い
ま
す
の
で
、
周
り
の
生

育
場
所
が
木
の
健
康
度
に
大
き
く
係
っ
て

い
ま
す
。 

そ
の
た
め
木
が
生
え
て
い
る
周
辺
環
境

と
、
木
を
細
か
く
観
察
す
る
と
、
木
の
健
康

度
が
判
断
で
き
ま
す
。 

 

１
．
こ
の
木
は
元
気
か
な 

木
の
形
、
葉
っ
ぱ
の
大
き
さ
、
枯
れ
枝
の

有
無
等
樹
木
全
体
の
表
情
を
調
査
し
ま
し

ょ
う
。 

①
枝
、
葉
は
沢
山
つ
い
て
い
る
か 

②
枝
葉
の
バ
ラ
ン
ス
は 

 

③
枯
れ
た
枝
は
な
い
か 

④
切
ら
れ
た
枝
葉
は
な
い
か 

⑤
葉
の
大
き
さ
、
色
は 

⑥
木
肌
は
ど
ん
な
感
じ 

⑦
幹
、
根
元
か
ら
ひ
こ
ば
え
、
胴
吹
き
枝

が
生
え
て
い
な
い
か 

⑧
幹
や
枝
が
腐
っ
て
い
な
い
か 

 

２
．
病
気
を
知
ら
せ
る
生
き
物
は 

木
を
枯
ら
す
原
因
と
な
る
キ
ノ
コ
、
害
虫

は
木
が
弱
っ
て
か
ら
棲
み
つ
き
ま
す
。
木
が

健
康
な
時
は
、
樹
液
を
出
し
た
り
、
樹
皮
が

旺
盛
に
成
長
し
て
自
分
を
病
害
か
ら
守
っ

て
い
ま
す
。 

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
キ
ノ
コ

（
子
実
体
）
コ
ケ
、
ヤ
ド
リ
ギ
、
て
ん
ぐ
巣

病
、
ツ
ル
の
巻
き
付
き
等
が
な
い
か
観
察
し

ま
し
ょ
う
。 

※
縦
じ
ま
の
樹
皮
は
樹
勢
が
弱
っ
て
い
る

証
拠
で
す
。 

 

３
．
樹
の
ま
わ
り
の
よ
う
す
は 

①
枝
を
伸
ば
す
場
所
が
あ
る
か 

②
根
を
伸
ば
す
場
所
が
あ
る
か 

③
土
の
様
子
の
観
察
―
水
は
け
は
良
い

か
・
落
ち
葉
が
あ
る
か 

④
過
去
に
根
が
切
ら
れ
た
事
は
な
い
か 

⑤
根
の
周
り
が
踏
み
固
め
ら
れ
て
い
な

い
か 

⑥
日
当
た
り
は
良
い
か 
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第
23
回 

花
が
咲
か
な
い 

２
３
６
号
掲
載 

（
平
成
26
年
９
月
４
日
発
行
） 

 

花
木
を
植
え
て
も
花
が
咲
か
な
い
事
が

最
大
の
悩
み
で
す
ね
。
そ
の
原
因
に
は
色
々

あ
り
ま
す
が
今
回
は
花
が
咲
く
元
の
花
芽

が
い
つ
ご
ろ
出
来
る
の
か
考
え
て
み
ま
し

た
。 

 花
は
何
処
か
ら
出
来
る
の 

樹
木
の
種
類
が
沢
山
あ
り
、
花
の
形
も

色
々
あ
り
ま
す
が
簡
単
に
説
明
す
る
と
次

の
通
り
で
す
。 

花
は
茎
に
相
当
す
る
花
軸
と
、
葉
に
相
当

す
る
花
弁
や
雄
し
べ
等
か
ら
出
来
て
い
ま

す
。
一
つ
の
花
は
一
つ
の
枝
（
シ
ュ
ー
ト
）

に
相
当
し
、
花
弁
や
雄
し
べ
等
は
茎
に
着
く

葉
か
ら
変
化
し
、
そ
れ
ら
の
節
と
節
の
間
が

ぎ
ゅ
う
と
詰
ま
っ
た
物
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

葉
っ
ぱ
、
木
の
健
康
が
大
切 

花
は
特
別
な
組
織
が
突
然
出
来
る
の
で

な
く
、
葉
、
茎
が
変
化
し
て
出
来
る
事
が
分

か
り
ま
し
た
。
い
い
花
を
観
賞
す
る
た
め
に

は
、
元
気
な
葉
で
、
病
害
虫
に
侵
さ
れ
て
い

な
い
健
康
な
樹
木
を
育
て
る
事
が
大
切
で

す
。 

花
芽
は
い
つ
で
き
る
の 

ツ
ツ
ジ
を
正
月
に
強
く
剪
定
し
た
ら
、
春

に
全
く
花
が
咲
か
な
か
っ
た
と
言
う
経
験

を
お
持
ち
も
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
春
に
咲
く
ツ
ツ
ジ
は
前
年
の
夏
に

花
の
元
が
出
来
て
い
ま
す
。（
花
芽
分
化
） 

花
芽
分
化
は
樹
種
に
よ
り
全
く
違
い
前

年
に
出
来
る
も
の
、
花
が
咲
く
年
に
出
来
る

も
の
、
一
年
枝
・
二
年
枝
に
出
来
る
も
の

色
々
あ
り
ま
す
の
で
花
芽
が
い
つ
ご
ろ
出

来
る
か
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
美
し
い
花

を
観
賞
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

 最
後
に 

花
が
咲
か
な
い
と
慌
て
な
い
で
、
相
当
前

か
ら
花
芽
を
作
り
花
を
咲
か
せ
る
準
備
を

し
て
き
た
結
果
と
考
え
て
下
さ
い
。
そ
の
よ

う
に
考
え
る
と
花
が
咲
か
な
い
原
因
が
わ

か
る
と
思
い
ま
す
。 

（
参
考
資
料:

『
植
物
の
科
学
』
八
田
洋
章
著
） 
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第
24
回 

カ
ヤ
ノ
キ
の
ロ
マ
ン 

２
３
８
号
掲
載 

（
平
成
27
年
１
月
22
日
発
行
） 

 常
代
遺
跡 

常

代

遺

跡
は
東
京

湾
か
ら
小

糸
川
を
6.8

km
さ
か
の

ぼ
っ
た
、
現

在
の
君
津

市
常
代
の

常
代
保
育

園
と
北
側

の
小
糸
川

の
間
で
す
。
縄
文
の
終
わ
り
か
ら
江
戸
時
代

に
わ
た
る
遺
跡
で
そ
の
時
代
の
農
機
具
、
生

活
用
品
他
原
型
の
ま
ま
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
に
カ
ヤ
ノ
キ
の
巨
木
が
そ
の
当

時
を
想
像
さ
せ
る
姿
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

 建
暦
寺
の
カ
ヤ
ノ
キ 

建
暦
寺
は
鎌
倉
時
代
の
建
暦
年
間
に
北

条
氏
の
取
り
は
か
ら
い
で
朝
廷
か
ら
建
暦

の
称
号
を
頂
い
た
歴
史
あ
る
古
刹
で
す
。 

そ
こ
に
地
元
の
「
浜
子
の
歴
史
と
景
観
を

守
る
会
」
の
方
た
ち
で
守
ら
れ
て
い
る
カ
ヤ

ノ
キ
が
有
り
ま
す
。
こ
の
木
は
樹
高
10
ｍ
の

巨
木
で
君
津
市
保
存
指
定
木
に
登
録
さ
れ

て
い
る
名
木
で
す
。 

 

浜
子
の
カ
ヤ
ノ
キ
と
、
遺
跡
か
ら
発
見
さ

れ
た
木
は
大
き
さ
が
同
程
度
で
す
。
二
〇
〇

〇
年
前
に
樹
高
10
ｍ
程
度
の
樹
木
が
周
南

の
地
域
に
生
育
し
て
い
た
こ
と
を
想
像
し

て
下
さ
い
。
ま
た
こ
の
二
本
の
木
が
親
類
関

係
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
と
古
代
へ
の

ロ
マ
ン
が
広
が
り
ま
す
。 

 常
代
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
物 

常
代
遺
跡
か
ら
は
鍬
、
臼
、
田
下
駄
、
樹

木
の
実
他
そ
の
当
時
の
形
の
ま
ま
で
出
土

し
て
い
る
事
が
特
徴
で
す
。
そ
の
一
部
が
久

留
里
城
址
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
見
に
行
っ
て
下
さ
い
。 
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第
25
回 

お
庭
の
手
入
れ 

２
３
９
号
掲
載 

（
平
成
27
年
３
月
19
日
発
行
） 

 

春
が
近
づ
く
と
お
庭
の
手
入
れ
が
大
変

で
す
。
木
の
芽
、
草
花
、
雑
草
他
植
物
が
伸

び
始
め
ま
す
。
こ
の
事
は
植
物
の
根
が
地
温

が
一
〇
度
に
上
が
る
頃
か
ら
活
動
を
始
め

る
た
め
で
す
。 

 １
．
管
理
は
楽
し
み
な
が
ら 

お
庭
の
管
理
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
。
植

物
を
植
え
た
以
上
管
理
は
永
遠
に
付
い
て

回
る
物
で
す
。
お
庭
を
作
り
た
い
の
で
あ
れ

ば
管
理
が
い
や
だ
と
考
え
ず
、
管
理
を
楽
し

む
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
管
理
が
や
り
易
い

庭
は
機
能
的
な
庭
で
、
見
た
目
も
美
し
い
庭

に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 ２
．
困
っ
て
い
る
原
因
の
改
善 

管
理
で
困
っ
て
い
る
事
は
何
で
し
ょ
う

か
。
草
取
り
、
剪
定
、
病
害
虫
、
花
が
咲
か

な
い
等
色
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
困
っ
て
い
る
原
因
を
冷
静
に
考
え

て
み
て
下
さ
い
。
必
ず
原
因
が
あ
る
も
の
で

す
、
そ
の
困
っ
て
い
る
原
因
を
取
り
除
く
事

が
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
お
庭
の
改
善
は
、

自
分
で
出
来
る
簡
単
な
事
か
ら
、
業
者
に
頼

ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
事
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。 

 ３
．
自
分
で
出
来
る
事 

庭
の
大
き
さ
、
個
人
の
技
量
が
有
り
ま
す

の
で
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
自
分
で
改

善
出
来
る
事
が
沢
山
あ
り
ま
す
。 

草
を
取
る
場
合
、
手
取
り
、
カ
マ
、
刈
払

い
機
等
色
々
の
方
法
が
あ
り
、
作
業
範
囲
が

違
い
ま
す
ね
。
色
々
な
植
物
が
沢
山
植
え
て

あ
る
玄
関
回
り
の
よ
う
な
場
所
で
は
丁
寧

に
手
取
り
除
草
が
必
要
で
す
。
あ
ま
り
人
目

の
つ
か
な
い
場
所
で
は
鎌
か
、
刈
払
い
機
で

の
除
草
で
十
分
で
す
ね
。
こ
の
よ
う
に
庭
園

の
中
で
も
細
か
な
手
入
れ
が
必
要
な
場
所

と
、
そ
れ
以
外
の
場
所
に
分
け
て
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。
一
つ
の
例
と
し
て
、
芝
刈
り

の
効
率
を
考
え
た
改
善
の
考
え
方
を
示
し

ま
す
。 
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第
26
回 

ツ
ル
植
物
の
利
用
１ 

２
４
０
号
掲
載 

（
平
成
27
年
６
月
４
日
発
行
） 

 

ツ
ル
植
物
に
は
色
々
な
種
類
が
あ
り
、
そ

の
性
質
を
利
用
し
て
緑
化
す
る
と
、
多
様
な

空
間
が
創
出
で
き
ま
す
。 

ツ
ル
植
物
に
は
常
緑
と
落
葉
が
あ
り
、
何

か
に
付
着
し
て
大
き
く
な
る
も
の
が
多
く
、

そ
の
形
態
と
し
て
は
、
巻
ツ
ル
や
吸
着
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
主
な
物
を
下
表
に
ま
と
め
ま

し
た
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

ツ
ル
植
物
と
補
助
支
資
材 

ツ
ル
植
物
は
自
然
で
は
、
樹
木
や
石
垣
等

に
付
着
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
緑
化
で

使
う
場
合
は
、
支
持
す
る
資
材
選
び
が
大
切

で
す
。
例
え
ば
ポ
ー
ル
、
竹
垣
、
金
網
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
で
す
。 

こ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
、
ツ
ル
植
物
の

性
質
で
す
。
例
え
ば
吸
着
性
の
イ
タ
ビ
カ
ズ

ラ
を
金
網
で
仕
立
て
る
に
は
手
間
を
か
け

て
結
び
付
け
れ
ば
可
能
で
す
が
自
然
で
は

無
理
で
す
ね
。
逆
に
ジ
ャ
ス
ミ
ン
を
ブ
ロ
ッ

ク
塀
で
育
て
る
の
も
無
理
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
ツ
ル
植
物
の
形
態
を
良
く
知
る

こ
と
が
大
切
で
す
。 

細
か
く
言
え
ば
、
巻
き
ツ
ル
型
の
中
で
も
、

金
網
の
大
き
さ
の
違
い
で
出
来
栄
え
が
大

き
く
違
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
吸
着
型
と
巻
ツ

ル
型
の
中
間
の
性
質
、
下
垂
が
好
き
な
ツ
ル

植
物
も
あ
り
ま
す
。 

 最
後
に 

ツ
ル
植
物
を
お
庭
に
取
り
入
れ
る
と
き

は
、
ツ
ル
の
性
質
を
良
く
知
り
、
支
持
材
を

ど
の
よ
う
な
物
に
す
る
か
を
考
え
て
下
さ

い
。 

（
写
真
は
ツ
リ
ガ
ネ
カ
ズ
ラ
と
金
網
の
組

み
合
わ
せ
で
す
） 
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第
27
回 

ツ
ル
植
物
の
利
用
２ 

２
４
１
号
掲
載 

（
平
成
27
年
９
月
３
日
発
行
） 

 

ツ
ル
植
物
と
補
助
資
材 

前
回
説
明
し
た
ツ
ル
の
形
態
が
巻
き
ツ

ル
・
吸
着
等
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
の
形
態
の

違
い
で
、
自
然
界
で
は
樹
木
の
幹
・
石
垣
・

ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
金
網
等
絡
み
つ
く
植
物
が
違

っ
て
い
ま
す
ね
。 

こ
の
よ
う
な
植
物
の
習
性
を
利
用
し
て
、

人
工
的
に
栽
培
す
る
場
合
は
、
植
物
が
絡
み

や
す
い
補
助
資
材
に
絡
ま
せ
る
事
が
ツ
ル

植
物
を
上
手
に
育
て
る
コ
ツ
で
す
。 

 

表
の
見
方 

表
は
植
物
の
種
類
と
適
当
な
補
助
資
材

の
関
係
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。 

「
な
し
」
は
補
助
資
材
が
無
く
て
も
地
面

を
這
っ
て
広
が
り
ま
す
。
「
表
面
処
理
」
は

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
よ
う
に
表
面
が
ザ
ラ
ザ
ラ

し
て
い
る
物
で
す
。
植
物
の
へ
ゴ
は
「
表
面

処
理
」
の
補
助
資
材
に
な
り
ま
す
。
「
ネ
ッ

ト
」
は
金
網
よ
り
網
目
が
大
き
い
物
で
す
。

「
ポ
ー
ル
」
は
電
柱
よ
り
小
さ
め
の
旗
竿
の

よ
う
な
も
の
で
す
。
「
金
網
」
は
一
〇
㎝
よ

り
小
さ
な
網
目
で
す
。
こ
の
よ
う
に
大
き
さ

は
あ
く
ま
で
も
目
安
で
す
か
ら
参
考
ま
で

に
考
え
て
下
さ
い
。 

 

工
夫
さ
れ
て
い
る
事
例 

京
葉
道
路
の
蘇
我
か
ら
千
葉
方
面
の
両

側
の
壁
面
に
ツ
ル
植
物
に
よ
り
緑
化
さ
れ

て
い
る
現
場
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
ツ
ル
の
種
類
は
ナ
ツ
ヅ
タ
、
ヘ
デ
ラ
類
、

ス
イ
カ
ズ
ラ
等
で
最
近
で
は
補
助
資
材
に

金
網
を
使
っ
て
い
ま
す
。
金
網
を
使
う
前
は

吸
着
性
の
強
い
ナ
ツ
ヅ
タ
を
先
に
繁
茂
さ

せ
そ
の
後
か
ら
ヘ
デ
ラ
類
を
植
え
て
、
ナ
ツ

ヅ
タ
に
絡
ま
せ
な
が
ら
ヘ
デ
ラ
類
を
繁
茂

さ
せ
る
、
同
じ
面
に
二
種
類
を
植
え
る
方
法

が
と
ら
れ
ま
し
た
。 

 

※
訂
正 

前
回
の
ツ
ル
植
物
の
一
覧
で
ツ
タ
ウ
ル

シ
が
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ツ
ル
は
山

に
多
く
生
え
て
い
て
紅
葉
は
美
し
い
で
す

が
、
触
る
と
か
ぶ
れ
ま
す
の
で
表
か
ら
削
除

し
て
下
さ
い
。 

ツル植物 補助資材 

 
なし 表面処理 ネット ポール 金網 

ツリガネカズラ × × ○ ○ ○ 

ジャスミン × × ○ ○ ○ 

イタビカズラ △ ◎ × △ × 

ヘデラ類 ○ ○ ○ × △ 

ツルマサキ × ○ × × △ 

テイカカズラ ○ ○ × × × 

ツルニチニチソウ ○ × × × × 

スイカズラ × × ◎ △ ◎ 

アケビ × × ◎ ○ ○ 

クレマチス × × ◎ ○ △ 

ナツズタ × ◎ × ○ △ 

ノウゼンカズラ × × ○ ◎ △ 
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第
28
回 

樹
木
の
生
長
に
大
切
な
根 

２
４
２
号
掲
載 

（
平
成
27
年
11
月
19
日
発
行
） 

 

以
前
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
大
切
で
す

の
で
再
掲
し
ま
す
。 

 

樹
木
の
根 

樹
木
の
根
の
役
割
を
大
き
く
分
け
る
と

支
持
、
吸
収
、
貯
蔵
の
三
つ
の
役
割
が
あ
り

ま
す
。 

そ
の
中
で
樹
木
の
生
長
に
最
も
大
切
な

根
は
吸
収
根
（
細
根･

白
根
）
で
、
吸
収
根

は
地
表
面
近
く
に
あ
り
養
水
分
等
を
吸
収

し
地
上
部
の
幹
・
枝･

葉
を
大
き
く
し
て
い

ま
す
。
樹
木
の
根
を
掘
っ
て
み
て
、
地
表
面

近
く
の
細
か
く
て
白
い
根
が
吸
収
根
で
す
。 

 

こ
の
根
は
乾
燥
、
温
度
変
化
、
人･

車
等

に
踏
ま
れ
る
踏
圧
等
に
弱
く
、
根
が
障
害
を 

 

受
け
る
と
茶
色
に
変
色
し
、
枯
れ
る
事
も
あ

り
ま
す
。
茶
色
に
な
っ
た
根
は
白
い
根
に
比

べ
る
と
養
水
分
を
吸
収
す
る
力
は
極
端
に

少
な
く
な
り
樹
木
は
衰
弱
し
ま
す
。 

樹
木
を
健
康
に
育
て
る
に
は
地
表
面
近

く
に
大
切
な
根
が
あ
る
事
を
意
識
し
て
下

さ
い
。 

そ
の
上
で
、
根
が
伸
び
る
場
所
を
確
保
し
、

根
の
周
り
を
む
や
み
に
踏
ん
だ
り
、
水
が
溜

ま
っ
た
り
、
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。 

 

こ
れ
か
ら
寒
肥
の
季
節
で
す 

一
年
間
の
肥
料
設
計
は
寒
肥
で
決
ま
る

と
言
わ
れ
る
く
ら
い
重
要
で
す
。 

冬
の
間
に
遅
行
性
の
肥
料
（
油
粕
・
鶏
糞

等
）
を
根
元
周
り
に
軽
く
耕
す
程
度
で
施
し

ま
す
。
こ
の
肥
料
が
分
解
し
根
に
吸
収
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
ろ
に
、
樹
木
の
根
も
伸
び

て
き
て
、
肥
料
を
吸
収
す
る
仕
組
み
で
す
。 

寒
肥
が
十
分
施
さ
れ
て
い
れ
ば
、
後
は
化

学
肥
料
を
葉
の
色
つ
や
が
悪
い
時
、
ま
た

花
・
実
が
終
わ
っ
た
時
の
お
礼
肥
え
程
度
施

す
だ
け
で
十
分
で
す
。 
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第
29
回 

冬
季
の
樹
木
の
手
入
れ 

２
４
３
号
掲
載 

（
平
成
28
年
１
月
21
日
発
行
） 

 

一
．
樹
形
の
作
り
直
し 

冬
季
は
樹
木
の
体
内
に
多
く
の
栄
養
分

を
蓄
積
し
て
い
ま
す
が
、
夏
は
空
っ
ぽ
で
す
。 

 
 

 
 

 

樹
形
を
作
り
か
え
る
等
の
大
枝
の
剪
定

は
冬
季
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
大
切
な
樹

木
は
地
上
部
の
剪
定
と
同
時
に
根
切
り
を

並
行
し
て
行
う
と
樹
木
が
弱
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

二
．
寒
肥 

 

ま
だ
行
っ
て
い
な
い
人
は
実
施
し
て
下

さ
い
。
（
第
28
回
参
照
） 

 
三
．
病
害
虫
の
防
除 

 

冬
季
は
病
害
虫
の
防
除
に
最
適
な
季
節

で
す
。
こ
の
季
節
に
防
除
し
て
お
く
と
病
害

虫
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

・
マ
シ
ン
油
乳
剤 

農
薬
の
一
種
で
マ
シ
ン
油
（
機
械
用
の
潤

滑
油
）
が
主
成
分
で
、
界
面
活
性
剤
が
加
え

て
あ
り
ま
す
。
水
で
希
釈
し
て
、
カ
イ
ガ
ラ

ム
シ
類
、
ハ
ダ
ニ
類
な
ど
の
防
除
に
用
い
ま

す
。 多

く
の
殺
虫
剤
が
害
虫
の
神
経
系
に
作

用
し
て
効
果
を
表
す
の
に
対
し
て
、
マ
シ
ン

油
乳
剤
は
害
虫
の
気
門
を
物
理
的
に
封
鎖

し
て
窒
息
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
効
果
を
表

し
ま
す
。 

・
石
灰
硫
黄
合
剤 

殺
虫
、
殺
菌
作
用
を
持
つ
農
薬
の
一
種
で

す
。
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
、
ダ
ニ
類
な
ど
さ
び

病
、
う
ど
ん
こ
病
な
ど
と
、
べ
っ
た
り
付
着

し
た
ウ
メ
ノ
キ
ゴ
ケ
の
除
去
に
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。 

但
し
一
般
的
な
農
薬
と
や
や
性
質
が
異

な
り
、
強
い
硫
黄
臭
が
あ
り
ま
す
の
で
、
使

用
上
の
注
意
を
良
く
読
ん
で
か
ら
行
な
い

ま
し
ょ
う
。 

※
強
ア
ル
カ
リ
性
の
た
め
本
剤
を
扱
え
な

い
噴
霧
機
が
あ
り
ま
す
。
噴
霧
機
の
説
明
書

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
相
当
の
悪
臭
が
す
る
の
で
散
布
時
間
、
散

布
場
所
に
配
慮
が
必
要
で
す
。
車
、
金
属
製

の
物
に
着
い
た
ら
変
色
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 
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第
30
回 

肥
料
の
や
り
方 

２
４
５
号
掲
載 

（
平
成
28
年
６
月
２
日
発
行
） 

 ○
肥
料
は
、
な
ぜ
枝
下
に
施
す
の 

樹
木
の
根
の
役
割
を
大
き
く
分
け
る
と

支
持
、
吸
収
、
貯
蔵
に
分
け
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。 

そ
の
中
で
樹
木
の
生
長
に
最
も
大
切
な

根
は
吸
収
根
で
地
表
近
く
に
あ
り
ま
す
。
そ

れ
で
は
吸
収
根
（
細
根･

白
根
）
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
し
ま
す
。 

吸
収
根
は
養
分
、
水
分
等
を
吸
収
し
地
上

部
の
幹
・
枝･

葉
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。

樹
木
の
根
を
掘
っ
て
み
て
、
根
の
先
端
の
細

か
く
て
白
い
根
が
吸
収
根
で
す
。
こ
の
根
は

乾
燥
、
温
度
変
化
、
人･

車
等
に
踏
ま
れ
る

踏
圧
等
に
弱
く
、
根
が
傷
む
と
茶
色
に
変
色

し
、
ひ
ど
く
な
る
と
枯
れ
ま
す
。
植
木
鉢
を

抜
い
て
根
が
茶
色
く
な
っ
て
い
る
の
は
こ 

 

の
現
象
で
す
。
こ
の
よ
う
に
茶 

色
に
な
っ
た
根
は
白
い
根
に
比

べ
る
と
養
水
分
を
吸
収
す
る
力

は
極
端
に
少
な
く
な
り
ま
す
。
但

し
自
然
現
象
で
も
一
年
間
程
度

で
白
い
根
は
茶
色
く
な
り(

木

化)

そ
の
先
に
新
し
い
白
根
を
作

る
事
を
繰
り
返
し
て
成
長
し
て

い
ま
す
。 

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
枝
下
に
肥
料

を
与
え
た
方
が
良
い
の
で
し
ょ

う
か
。 

樹
木
は
苗
木
を
植
え
る
と
成

長
に
伴
い
枝
葉
が
伸
び
て
行
き

ま
す
が
、
根
も
外
側
に
伸
び
て
行

き
ま
す
。
毎
年
そ
れ
を
繰
り
返
し

成
長
し
、
自
然
界
で
は
枝
幅
よ
り

根
が
遠
く
ま
で
伸
び
て
い
ま
す

が
、
庭
の
場
合
は
概
ね
枝
下
に
白

根
が
発
達
し
て
い
る
と
考
え
て

良
い
と
思
い
ま
す
。 
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挿
し
木 

未
掲
載  

サ
ザ
ン
カ
の
八
重
咲
の
白
い
花
が
欲
し

い
場
合
、
種
を
撒
い
た
ら
（
実
生
）
望
み
の

花
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
か
。
多
分
実
生
の

場
合
、
色
々
な
花
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
好
き
な
色
、
花
が

欲
し
い
場
合
、
挿
し
木
で
の
繁
殖
が
確
実
で

す
。 

 な
ぜ
根
が
出
る
の
で
し
ょ
う 

根
が
出
る
元
が
（
根
元
）
、
挿
穂
が
切
り

離
さ
れ
る
以
前
に
枝
の
組
織
の
中
に
持
っ

て
い
る
も
の
と
（
内
的
要
因
）
、
切
り
離
し

た
あ
と
に
出
来
る
も
の
の
二
通
り
が
あ
り

ま
す
。 

何
れ
に
し
て
も
根
の
元
と
な
る
根
元
が

体
内
に
出
来
て
、
そ
の
部
分
か
ら
発
根
し
ま

す
。
根
元
が
出
来
る
の
が
早
い
か
、
遅
い
か

が
木
の
特
性
、
挿
穂
の
部
位
で
、
根
元
が
出

来
れ
ば
発
根
は
割
り
と
早
く
、
そ
の
速
さ
を

決
め
る
の
が
挿
し
木
を
し
た
環
境
（
外
的
要

因
）
で
す
。 

 

①
内
的
要
因 

若
い
枝
と
古
枝
で
は
単
位
面
積
当
た
り

の
活
き
て
い
る
細
胞
は
ど
ち
ら
が
多
い
で

し
ょ
う
か
。 

発
根
を
促
す
物
質
は
成
長
ホ
ル
モ
ン
を

含
め
て
色
々
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
当
年

枝
の
若
い
枝
で
日
当
た
り
が
良
く
充
実
し

た
、
病
害
虫
の
な
い
枝
が
良
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

②
外
的
要
因 

・
酸
素
と
水
分
、
地
中
の
空
気
の
流
通
を

良
く
し
て
保
水
力
・
排
水
力
を
持
つ
土

壌
で
雑
菌
・
害
虫
が
い
な
い
中
性
の
土

壌
が
良
い
で
す
。 

コ
ン
テ
ナ
で
挿
す
場
合
、
赤
玉
土
・
鹿
沼

土
等
の
細
粒
が
良
い
で
す
。 

・
発
根
に
適
す
る
温
度
は
20
～
25
℃
で
、

25
℃
以
上
に
な
る
と
挿
し
穂
が
消
耗
し

た
り
腐
敗
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
気
温
よ
り
挿
し
た
場
所
（
挿
し
床
）

の
温
度
が
２
～
３
℃
高
い
方
が
発
根
し

や
す
い
で
す
。
直
射
日
光
が
当
た
ら
な

い
よ
う
に
日
よ
け
を
行
う
事
と
、
湿
度

を
保
つ
工
夫
を
す
る
と
良
い
で
す
。 

 工
夫 挿

し
木
し
た
コ
ン
テ
ナ
を
ビ
ニ
ー
ル
袋

で
包
み
ま
す
。（
密
閉
挿
し
） 

 


